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掘削・・・ガントリ油圧ジャンボ ロッカーシャベル

作業 トンネル掘削工

機械写真はイメージで、その時のものとは異なります。



１．削孔

削孔 待機



２．削孔完了・発破

退避



３．ロッカーシャベル移動

→
退出

←
入場

←



４．ズリ処理

ズリ処理

●

●

待機



５．ズリ処理完了・削岩機入場

→
退出

←
入場



ガントリの内部を
通って入れ替える



ガントリには油圧昇降⽤のニップルが内側についていた

ガントリ

ロッカーシャベル



１サイクルの中で、ロッカーシャベルが
ガントリ内をズリ取りの前後２回通過する。

通過時の機械幅は余裕約５㎝という条件で
内側に油圧ニップルが突出していた。

→「危ない」という認識はなかった。



通過時にロッカーシャベルのエアホースが
油圧ニップルに引っかかたまま引きちぎり
ジャンボの油圧削岩機が落下し
ロッカーショベル運転手に接触



①
内側にあった
油圧ニップルが
引きちぎられ

②
落下



死因＝外傷性窒息

機械によって挟まれたり，階段で将棋倒
しになったり，土砂に埋まったりして胸部
を強く圧迫されることで発症する。



発生状況ポイント
・リスクに気づいていなかった
⇒同現場ではその後も事故が続く
⇒リスクに気づけない、気づいても実⾏しない

・１サイクルの中に潜む重大災害の要因に
気づいて対処する感性がない



処分


